
第１号様式（第11条、第13条、第14条関係）

事業者排出量削減計画書（新規．⑳､》

Ｂ・（法人にあ

ては－たる１F務Bｆｒ
Ｂ． 

氏名（法人にあっ
ては名称及び代表

省の氏名）

事業者の主たる
業緬

【】

ＫＹＯＭＳ 

別添１のとおり

別添１のとおり

、1４００

－１２％ 

－２１３％ 5－９２４ 

－１５．１ 

用途区分 爪単位の指標 増減率（計画

ａ収 一
ｍｍ一ｍ,（ﾛﾘ減皿）￣
Ⅲ屍祠■4089467Ｍ（削減丘】
Ⅲ司函円ＧＪ（､Ｉ減且）
正面一ｋｗｈｍＩ減肚）

蝋減率（計画

－２０．７。

注１腋当する口には、レ印を記入してください。特定率業者以外で自主参加される事業者の方は、レ印の記入は不要です。

２「基姻年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とは計画期間の最終年度をいいます。

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動虹運送事業者
については使用の本拠の位殴を京都府内とする車両の排出するin室効果ガスを、鉄道瀬業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、
「その他排出区分」とは上妃以外の京都府内における事粟所等の蝋業活動に伴い発生する温室効果ガスをいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出肚等」の「用途区分」には、○○工場、騏務所などの用途を妃入してください。「凧単位の指標」には、分子の「二酸化炭素換
算」の下に分母となる指標（生産数吐、延べ床面積、走行距離等）を記入してください。

５１特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基鰯とした排出肚の対比や省エネ製品Ui1発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン詞遠の採用、特
定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減などを妃入してください，

住所（法人にあっ
ては、主たる事務所
の所在地）

京都市中京区寺町通御池上る上本龍寺前町４８８番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表
者の氏名）

京都市
京都市長門)１１大作

事業者の主たる
業稲 地方自治体：京都市役所（交通局，上下水道局を除く）

該当する事業者
要件

が京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キ
ロリットル以上））

ザ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以
上／タクシー150台以上／鉄道車両150両以上）

ｉｇｉ京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化
炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針 本市は，平成１７年２月１６日に発効した京都議定書誕生の都市として，市民，事業者等の参加と協働により，環境共生型都市の実現
に向け，環境をあらゆる政策の基本として取り組み，以下のことを目的として温室効果ガス削減を図る゜
①市内有数の大規模事業者として，自らの事務及び事業に伴う温室効果ガス排出趣の削減に努め，本市の目指す削減目標及び我が国に
課せられた削減目標の達成につなげる。
②率先した取組を進め，公表することにより，市民，邪業者の参加と協働による取組の推進を図る゜
③事業者としての取組を推進することにより，本市職員の地球温暖化問題に対する関心を向上させ，全庁を挙げた地球温暖化対策の推
進を図る゜

推進体制 ｢京都市役所ＣＯ２削減アクションプラン」を効果的・効率的に推進するため，市長を本部長とした組織である「京都市地球温暖化対
策推進本部」（平成１７年４月設置）により総合的な地球温暖化対策を推進する。
また，各局，区役所・支所等ごとに環境管理実行部門を設置し，これに局等実行責任者，局等事務局，職場実行責任者，職場実行副

責任者を配慨し，各所属における省エネルギー等の取組を推進する。平成２１年９月からは，市役所本庁舎，区役所・支所等のオフイ
ス系関連庁舎において，これまでのＩＳＯ１４００１を運用してきた経験を踏まえ，ＩＳＯ規格を準用した，京都市独自の環境マネジ
メントシステム「ＫＹＯＭＳ」に移行し，ＩＳＯ１４００１認証取得に掛かる経費を削減すると同時に，より実践的・効率的な運用方
法で，環境に配慮した取組を推進していく。

環境マネジメントシステム名称 IＳＯｌ４００１ ＫＥＳ ＫＹＯＭＳ 

適用範囲 別添１のとおり 別添１のとおり 別添１のとおり

取得年月日 別添１のとおり 別添１のとおり 別添１のとおり

年度ごとの具体

温室効果ガスの
排出壁等

年度 設備、対象、工程等

２０～２２ 事務系部門

２０～２２ 事業系部門

２０～２２ 市民サービス系部門

２０～２２ 株式会社ピバ綺理施設

２０～２２ 
財団法人京都市音楽芸術娘
輿財団管琿迩設

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

目標設定の考え方

塾、 ・ｉＥｉ 内容

事務系郁円では，電気，都市ガス，ガソリンなどのエネルギー使用丘の削減を徹底し，温室効果ガス排出丘を
1.5％削減する。

・廃棄物処理事業では，ごみの減避・リサイクルを進めるとともに，施股における省エネルギーの徹底を図り．温
室効果ガス排出且を20.0％削減する。
・市場運営卒業では，食品の安全・安心の砿保を図IDながら，市場における省エネルギーの徹底を図り，温室効果
ガス排出皿を2.7％削減する。

市民サービス系部門では，サービスの向上等により温室効果ガス排出趾の増加が見込まれるが，市民サービスの低
下を招かない範囲でエネルギーの使用削減に努め，温室効果ガス排出nを5.6％削減する。

前計画期間においては，個別の特定事業者として計画書を提出していた株式会社ピバ管理の本市施設について．新
たに京都市の排出迅に含め取組を進める。施設の稼働率は維持，向上させながらも，照明や空圏の管理を徹底する
ことで，省エネルギー化を図り，温室効果ガス排出趾を現状維持していく。

iMi計画期間においては，個別の特定事業者として計画轡を提出していた財団法人京都市音楽芸術振興財団管理の本
市施股について，新たに京都市の排出、に含め取組を進める。施設の稼働率は維持，向上させながらも，不要な照
明の消灯励行や，省エネルギー部品への交換等を行い，温室効果ガス排出皿を前年度比1％，目標年までに3％削減

基寧年度（実繍）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二敗化炭素換算）

増減率
(計画）

76,466.8ｔ 75,527.8ｔ －１．２％ 

ｔ ｔ ％ 

173,877.1ｔ 136,924.0ｔ -21.3％ 

＊１ 250,343.9ｔ ＊２ ２１２，４５１．８ｔ －１５．１％ 

事務系，事業系及び市民サービス系の各部門の目標については，「京都市役所ＣＯ
２削減アクションプラン」に掲げる目標と同様に設定し，それ以外については，施
設ごとに見込む。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出鐘等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

原単位の指標及び計画数値設定の
考え方

基準年度（実縦） 目標年度（計画） 増減率（計画）

％ 

％ 

％ 

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減壁等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力又
は熱の供給

グリーン電力の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
】 》日 組壁等 (二酸化炭素換算）

(整蝋而稠） hａ (吸収趾） ｔ 

(利用魅） ｍ３ (削減Ⅲ） ｔ 

(充髄趾） 40894.6千kWh (削減趾） 13822.4ｔ 

(熟供給趾） GＪ (削減量） ｔ 

(ＮＩＩ入敬） kwｈ (削減趣） ｔ 

￣ ＊３ 13822.4ｔ 

差引排出堂

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 250343.9ｔ 

目標年度（計画）

(．g)-(･a）198629.4ｔ 

増減率（計画）

-20.7％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

業種が公務であるため記戦しない。

特記事項
平成21年11月時点において平成22年度からの稼働を予定していた焼却灰溶融炉が，年度内に稼働しなかったため，前計画書における

事務所等排出区分の目標値（原油換算ft：78,458.4ｋ１，二酸化炭素換算nt：132,461.3ｔ）から，焼却灰溶融炉による排出駈見込値
(原油換算盤：30,850.6ｋ１，二酸化炭素換算麓：56,933.5ｔ）を削減している。

市役所本庁舎及び消防庁舎では，ゼロ.エミッションを推進し，ごみの分別を徹底し，リサイクル率を９５％以上にする。


